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地中レーダーによる海浜堆積物の構造

Sedimentary structure of beach deposits revealed by ground-penetrating radar
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地中レーダーは，現海岸の砂浜や，海岸平野の地下に存在する過去の砂浜の堆積物に対して多くの適用例がある．これ
らの適用の結果得られた探査記録を比較すると，いくつかの共通点，および海浜ごとの特性に起因する相違点が認められ
る．例えば，海浜堆積物の探査記録では，概して，海側に傾斜した反射面の束が認められる．これは砂が累積して海岸線
が海側に前進するという，海浜堆積物の一般的な形成プロセスによるものである．その一方，海側に傾斜する反射面の勾
配は，堆積物の粒度や波浪の状況により，海浜ごとに異なる．ここでは，特に千葉県九十九里浜平野と宮城県仙台平野
との国内における研究，およびその他諸外国での例もふまえ，地中レーダーの探査記録に認められる海浜堆積物の堆積
構造の一般的性質と多様性をまとめる．さらには，過去の海面変動指標としての，それら堆積構造の有効性を論じる．


